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平成２２年度山梨工業会神奈川支部総会次第
（平成２２年６月２６日（土） 於 ワークピア横浜）

１.総会 １５：００～１５：３０ ３Ｆやまゆり 司会 中村副支部長(機械４８)

（１）開会の辞 中村副支部長(機械４８)

（２）支部長挨拶 堀口支部長（電気３７ ）

（３）議事 議長 支部長
１） 平成２１年度事業報告 鈴木副支部長（発酵３８）

２） 平成２１年度会計報告 〃
３） 平成２１年度会計監査報告 田中監事（電気修４４）

４） 平成２２年度事業計画・収支計画（案） 鈴木副支部長（発酵３８）

（４）閉会の辞 中村副支部長(機械４８)



（平成２１年４月1日～平成２２年３月３１日）
平成２１, ４, １６ 第一会理事会開催（平成２１年度支部総会開催要領ほか）

２１, ５, １１ 平成２１年度支部総会案内発送
２１, ６, ６ 平成２１年度本部総会に吉川副支部長、中村副支部長出席
２１, ６, １２ 平成２１年度東京支部総会に支部長出席
２１, ６, ２７ 平成２１年度神奈川支部総会を開催

（講師） 山梨大学大学院医学工学総合研究部
教授 工学博士 砂田 憲吾 氏

２１, １０, ２４ 平成２１年度「神奈川支部電気情報会」に支部長出席
２１, １２, １１ 第二会理事会開催（平成２２年度支部総会について）
２２, １, ２１ 山梨工業会報に「平成２２年度神奈川支部総会のお知らせ」の掲載を依頼

（平成２２年３月 山梨工業会報第１０９号に掲載）
２２，２，１０ 山梨工業会首都圏支部合同連絡会、東京都産業技術研究センター（循環型技術研究会）

共催の「目からうろこ 第６弾！産学公技術交流会」に支部長他会員数名出席

議案４） 平成２２年度事業計画 （平成２２年４月1日～平成２３年３月３１日）

概ね前年度に準じて実施します。会計も同程度を予定しております。
尚、現在まで以下の事業を実施しています。

平成２２, ４, １６ 平成２２年度第一会理事会開催（平成２２年度支部総会開催要領、他）
２２,  ５, ３ 平成２２年度支部総会案内発送
２２, ６,   ５ 平成２２年度本部総会に出席 堀口支部長、鈴木副支部長、出席
２２,  ６, １１ 平成２２年度東京支部総会に出席 堀口支部長

議案 １） 平成２１年度事業報告 （平成２２年６月２６日）



２．特別講演（１５：３０～１６：５０）３Fやまゆり

演題 「地雷除去活動の機械化し、地雷ゼロをめざそう！」
～～ 子どもたちの救済・難民の職業訓練 ～～

講師 JICA （国際協力機構）個人コンサルタント 登録番号１０１６７
中込 璋氏 （S３０年 機械工学科卒）

平成２２年度山梨工業会神奈川支部総会次第
（平成２２年６月２６日（土） 於 ワークピア横浜）



講 師 略 歴
南アルプス市生まれ。韮崎高・山梨大学工学部卒業後（株）マルマテクニカ

専務・定年を経て、山梨日立建機（専務）。同社で対人地雷除去機の開発にス
タッフと共に成功。JICAに地雷除去機械調査と建設機械訓練センター業務の

「第一人者」として、この分野で初めて個人コンサルタント登録番号10167
として登録される。 川崎市多摩区と山梨県昭和町在住。

専 門 分 野
開発計画一般（技術協力：JICA企画調査員等）、
職業訓練（退役軍人アフガン、パキスタン等の訓練
センター機材調査、地雷や不発弾等による障害者教
教育）、平和構築（難民救済）。

技術協力の実施
アジア、中東地区、アフリカ各国、中南米諸国など、128カ国

なかごめ・あきらさん（中込 璋）

機械・昭和30年卒。旭日双光章

（勲4等）受章、カンポジア政府首

相府長官表彰、国連アブガニスタン所長

表彰、JICA理事長緒方貞子表彰、

外務大臣表彰など多数。

講演会、展示会、雑誌への論文提出などの実績
小中高、大学校での講演、JICAの各種催事、雑誌新聞への論文提出など、114回実施。

世界の紛争地域では、戦争の後々まで地雷に苦しめられている人々がいる。建設機械の開発
に携わってきた中込 璋（あきら）さんは、カンボジア出張のとき立ち寄った病院のベッドに、
地雷で足を失った何十人もの子どもが苦しんでいるのを見た。中込さんは、“五十年も地中に生
き続ける悪魔の兵器”を根絶するために、対人地雷除去機の研究に取り組み開発に成功した。
この地雷除去機は、インドシナ地域やアフガニスタン地域、ニカラグアなど中南米で数十台

が活動している。世界の紛争地域における対人地雷除去活動と難民および退役職業軍人の職業
訓練に捧げた中込さんの人生を語っていただく」 （山梨工業会神奈川支部）

演題 「地雷除去活動の機械化し、地雷ゼロをめざそう！」
～～ 子どもたちの救済・難民の職業訓練 ～～
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３． 本部報告（１６：５０～１７：２０）３Fやまゆり

山梨工業会常務理事（山梨大学大学院 医学工学総合研究部 教授）

工学博士 加藤孝正氏（S45年電気工学科卒）



３．懇親会 （１７：２０～１９：２０）３Fかもめ 司会 吉川副支部長
（１）支部長挨拶 堀口支部長
（２）来賓祝辞 本部常務理事 加藤孝正氏（電気４５）

東京支部長 石川國男氏（電子４６）

（３）乾杯 最年長者
（４）懇親
（５）中締め 最若年者
（６）閉会挨拶 吉川副支部長
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４） 山梨工業会神奈川支部会則

第1章 総 則
第1条 この会の名称は，山梨工業会神奈川支部とする。
第2条 この会は会員相互の親睦を図り，山梨工業会の支部として活動する。

第2章 会 員
第3条 この会の会員は神奈川県内に在住，若しくは在勤する山梨工業会の会員とする。

また，理事会で決め，総会の承認を得て下記を決定することが出来る。
イ 旧会員を特別会員とする。
ロ 当支部の為に功績のあった会員を顧問とする。

第3章 役 員
第4条 この会に次の役員をおく。

支部長 1 名
副支部長 若干名
理 事 若干名
監 事 2名以上
幹 事 若干名

第5条 役員の選出の方法
支部長 理事の互選によって選出する。
副支部長 理事の互選によって選出する。
理 事 会員の中より互選によって選出する。
監 事 会員の中より互選によって選出する。
幹 事 支部長が理事の中より指名する

第6条 役員の任期は2年とし，重任を妨げない。
役員の改選の時期は3月とする。



第7条 役員の職務は次のとおりとする。
・支部長は支部を代表し，総会を招集すると共に支部の会務を処理する。
・副支部長は支部長を補佐し，不在の場合は代行する。
・理事は理事会を組織し，会の業務を執行する。
・監事は民法第59号（財産の状汎業務の執行の状況を監査する等）に準じての職務を行う。
・幹事は支部長の命を受けて会務の執行を補助し，会の業務を処理する。

第4章 総 会
第8条 総会は予算及び決算に関する事項，事業計画に関する事項，その他の運営に関する重要な事項

を審議決定する。
総会の議決は出席者の2／3以上の賛成を持って決する。
議長は支部長が行う。

第5章 会 計
第9条 この会の経費は，会費，寄付金及びその他の収入を持って充てる。

会員は年会費を納入するものとする。年会費の額は理事会において決定する。
この会の会計年度は4月1日に始まり，3月31日に終わる。

第6章 支部所在地
第10条 支部所在地は，支部長自宅または支部長が所属する企業とする。

第７章 雑 則
第11条 この会の会則の改廃変更は，総会において出席者の23以上の賛成による議決によらなければ

ならない。
附 則

第12条 本会則は平成4年5月26日より施行する。
本会則は平成20年6月21日より施行する。


